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予約型乗合タクシーの実証運行の検証方法 

 

1. 検証に使用するデータ項目（案） 

予約型乗合タクシーの実証運行の検証として、奈良県のコミュニティバス維持指標例を

参考に、次に示す利用状況等のデータを収集・分析する。 

 

表 予約型乗合タクシーの検証に使用するデータ項目 

分析の 

視点 

指標・データ 現況値（H30 データ） 備考 

公共性 

の視点 

(需要など) 

１日あたりの利用者数 Ｅ）1.99 人/日 便別データ、バス停別デー

タ Ｆ）3.33 人/日 

沿線世帯数あたり利用者

数 

Ｅ）0.44 人/年・世帯 運行対象となる主な大字

で評価 Ｆ）1.24 人/年・世帯 

利用者評価（※１） Ｅ） － アンケート調査や聞き取

り調査の実施 Ｆ） － 

経済性 

の視点 

(効率性も) 

収支率（※２） Ｅ）1.4％  

Ｆ）2.9％ 

利用者１人あたりの行政

負担額（※２） 

Ｅ）7,024 円/人  

Ｆ）3,413 円/人 

実際の運行回数（予約率） Ｅ） － 日別データ、便別データ 

Ｆ） － 

運行１回あたりの利用者

数（乗合率） 

Ｅ） － 日別データ、便別データ 

Ｆ） － 

※１：利用者評価の調査項目は、予約方法の評価（電話予約の煩雑さ等）、車両の評価（大

きさ、乗り降りのしやすさ等）、運行内容の評価（バス停位置、運行時間帯、走行経路）、

他の交通手段との接続状況の評価、予約型乗合タクシーに対する自由意見などを想定。 

また、利用者評価は、タクシー車内で、移動中に回答いただけるような簡易アンケート

での実施を想定。 

※２：ルート別の支出額は、コミュニティバス全体の支出額に対して、運行距離で按分し

た数値を使用している。また、ルート別の収入額は、利用者数に 100 円を乗じた数値を

使用している。データの出典は、平成 30 年 12 月第 19回協議会の資料 3を元に編集。 
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図 奈良県でのコミュニティバスの維持指標例 

（出典：奈良県地域公共交通網形成計画 

別添_奈良県地域交通改善協議会「診断及び協議・ワークショップのプロセス」） 
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2. 検証のためのフロー（案） 

葛城市コミュニティバスや予約型乗合タクシーは、次の検証の流れに沿って評価・分析・

検討を行う。 

 

図 葛城市の公共バスの検証の流れ 

 

表 評価指標の案 

分析の視点 コミュニティバス 予約型乗合 

公共性の視点 

(需要など) 

１日あたりの利用者数（便別、バス停別でも評価） 

利用者数平均増減率 

沿線世帯数あたり利用者数 

経済性の視点 

(効率性も) 

収支率 

利用者１人あたりの行政負担額 

－ 実際の運行回数（予約率） 

－ 運行１回あたりの利用者数（乗合率） 

 

葛城市コミュニティバス
（環状、Ａ、Ｂ、Ｄ）

コミュニティバス
評価指標

運行内容の見直しや
利用促進方法を検討

• 運行本数やダイヤの見直し
• バス停やルートの見直し 等

一部の指標で
基準を下回る

運行内容の
抜本的な
見直し

すべて
基準を下回る

葛城市版
予約型乗合タクシー

（Ｅ、Ｆ）

例えば

予約型乗合
評価指標

運行内容の見直しや
利用促進方法を検討

• 運行本数やダイヤの見直し
• 運行エリアの見直し 等

一部の指標で
基準を下回る

運行内容の
抜本的な
見直し

すべて
基準を
下回るすべて基準を上回る

コミュニティバス評価指標を
用いて再検証する
評価をすべて満足すれば、
コミュニティバスとしての
運行を検討する

複数年続く場合は

複数年続く場合は


